




 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

  2008年   9月   日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 東北大学大学院文学研究科 

 

氏  名     菊地 史倫         ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

The XXIX International Congress of Psychology 

（第 29回国際心理学会議） 

公式ホームページURL http://www.icp2008.org/ 

開 催 期 間 2008 年 7 月 20 日 ～      2008 年 7 月 25 日 

旅 行 期 間 2008 年 7 月 20 日 ～      2008 年 7 月 25 日 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

Germany, Berlin, International Congress Centrum Berlin 

（ドイツ、ベルリン、ベルリン国際会議センター）  

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

菊地史倫・佐藤拓・阿部恒之・仁平義明 

（東北大学大学院文学研究科） 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

The effects of the deception as a result of varying contents concerning the possibility 

of occurrence on ratings of truthfulness and forgiveness 

（出来事の生起確率が異なるウソが真実性とゆるしの評価に及ぼす影響） 

補 助 金 額 150, 000 円（内訳  旅費   ） 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 

 



 

国際会議等参加報告書 

 

日本心理学会の国際会議等参加旅費補助金を受けることで、2008 年 7 月 20 日から 25 日にかけて開

催された第 29 回国際心理学会議に参加することができた。今回参加した国際会議は、私にとって初

めての国際学会であり、大変有意義な経験となった。本会議は 4 年に一度開催される国際会議であり、

100 ヶ国以上の研究者が 9000 件以上の研究発表を 5 日間で行う旨が、20 日のレセプションパーティ

ーで報告されたときには、その規模の大きさに驚かされた。またレセプションパーティーではドイツ

が世界に誇るベルリンフィルハーモニー管弦楽団による演奏、ヒップホップダンスや BMX バイクに

よる演技が催され、日本の学会とは違う雰囲気を楽しむことができた。 

 私の発表は 21 日の午後のポスター・セッション（14 時から 17 時）であった。初めての国際学会、

英語発表であったため非常に緊張していたが、午前中のポスター・セッションに参加し会場の雰囲気

に慣れることができた。規模の大きさからかなりの発表件数だと想像していたものの、1 セッション

で 400 件程度のポスター発表が行われていることには驚いた。ポスターの内容も国際色豊かで、日本

の学会よりも色鮮やかなポスターが多い印象を受けた。 

国際学会で発表を行うにあたって、午前中のポスター・セッションのいくつかの発表を聞き、拙い

英語でも質疑をかわすことができたことは非常に得がたい経験であった。また、この経験が自分自身

の発表に対する準備となった。しかし実際に、自分の発表の時間になると日本の学会では経験のした

ことのない緊張感を禁じえなかった。英語力にはさほど自信がないとはいえ、いざとなったら発表原

稿を暗記すればよいだろうという甘い考えで望んだが、実際には質疑応答という難関があった。質問

自体は理解できるのだが、回答を英語で表現することに四苦八苦した。質問者との身振りを交えたコ

ミュニケーションの中で、なんとか自分の伝えたいことを伝えることができたと思うが、研究の内容

を伝えるだけではなく、相手と議論を深めるためには、最低でも日常会話をこなせる程度の英語力が

必要であることを痛烈に実感させられた。 

 21 日以降もポスター・口頭発表やシンポジウムに参加することで様々な分野の最新の知見について

知る機会が得られたと思う。今回初めて国際学会に参加することで、いくつか実感させられることが

あった。まず日本における学会参加も重要なことであるが、最新の研究動向について知るには国際学

会に積極的に参加していくべきだと実感させられた。そして、言いたいことを伝えるには拙い英語力

でもなんとかなるが、議論を深める為には英語力を一層向上させる必要性を実感させられた。このよ

うな実感は、国際学会に参加し、実際に英語を母語とする人たちと質疑応答をしないと得られないも

のである。今後、積極的に国際学会などに参加することで英語によるコミュニケーションの機会を逃

さず、英語力の向上はもちろん、研究内容を向上させていきたい。 

 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 







 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

 ２００８ 年  ８ 月  １３ 日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 

東北大学大学院国際文化研究科研究員 

氏  名       松田   幸久     ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

XXIX International Congress of Psychology 

（第２９回国際心理学会議） 

公式ホームページURL http://www.icp2008.de/ 

開 催 期 間 2008年   ７月   20日 ～  2008年   ７月   25日 

旅 行 期 間 2008年   ７月  18日  ～  2008年   ７月   30日 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

International Congress Centrum, Berlin, Germany 

（ドイツ、ベルリン、国際会議センター） 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

松田 幸久 

所属：東北大学大学院情報科学研究科所属 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

Attentional capture does not cause inhibition of return. 

（注意の捕捉は復帰の抑制の生起原因ではない） 

補 助 金 額 150,000円（内訳  全渡航費 16万円および宿泊費４万円  ）

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 

 



 

国際会議等参加報告書 

 

 

私、松田 幸久は XXIX International Congress of Psychology（第２

９回国際心理学会議）に参加し、発表を行う目的において 2008 年 7 月 18

日から 7月 30日までの計 12日間の旅行を行った。 

出発前にロンドンにある Imperial College Londonにある研究室に訪問

し学術交流を行う旨の希望を申請したところ許可がおりたため、旅程は申

請時の帰国日（27日）から 3日間延長したものとなった。延長の理由は、

申請時には相手の研究室の予定が不明であり訪問可能日程に幅をもたせ確

実に訪問できるように配慮したためである。 

 参加学会において私は予定していた発表を行い世界各国の研究者と深く

議論を交わした。また、開催中にひらかれた招待講演などに積極的に参加

し、専門分野における新たな視点、知識について学習した。 

 国際学会が終了した次の日にロンドンへ移動した。研究室に訪問し、と

くに眼球運動と復帰の抑制、および能動的制御能力との関係について 深

く議論を交わした。 

 今回の旅行の日程は次のようであった。 

７月 18日： 仙台～成田、成田～バンコク、バンコク～フランクフルト、

フランクフルト～ベルリン（現地時間 19日着） 

７月 26日： ベルリン～ロンドン（現地時間同日着） 

７月 30日： ロンドン～バンコク、バンコク～成田、成田～仙台（現地

時間 8月 1日着） 

  以上 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 



 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

2008 年 8 月 30 日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 名古屋文理大学短期大学部・助教 

 

氏  名   山 本 ち か     ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

The XXIX International Congress of Psychology ICP 2008 

公式ホームページ URL http://www.icp2008.org 

開 催 期 間 2008 年 7 月 20 日 ～ 2008 年 7 月 25 日 

旅 行 期 間 
2008 年 7 月 19 日 ～ 2008 年 7 月 27 日 

（申請時は 18 日出発であったが 19 日出発に変更になった） 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

Germany, Berlin, International Congress Centrum ICC Berlin 

（ドイツ，ベルリン，ベルリン国際会議場） 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

山本ちか（名古屋文理大学短期大学部），氏家達夫（名古屋大学），二宮克美（愛

知学院大学），五十嵐敦（福島大学），井上裕光（千葉県立衛生短期大学） 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

Longitudinal development of global self-worth and school adjustments 

during early adolescence in Japan 

日本における初期青年期の全体的自己価値と学校適応の縦断的変化 

補 助 金 額 
 

100,000 円 

 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 

 



 

国際会議等参加報告書 

 

 

The XXIX International Congress of Psychology ICP 2008（国際心理学会 2008）は，2008 年 7

月 20 日から 25 日にかけて，ドイツのベルリンにある International Congress Centrum ICC Berlin

にて開催された。日本では大変暑い時期であったが，ドイツの気候は 20℃を下回る日もあり涼しく

快適な気候であった。6 日間の会期の間には，数多くのシンポジウム，講演，口頭発表やポスター発

表が行われていた。 

今回の国際心理学会は，8600 名を超える参加者があり，シンポジウムの数が 470 件ほど，ポ

スター発表は 4180 件，口頭発表は 4400 件もあった。このような大規模な国際学会に参加する

のは初めてであった。 

日本からの参加者が大変多く 400 名ほど参加していたそうである。ポスター発表会場などで

も日本の研究者の発表し，各国の研究者と議論をしている場面を数多くみかけた。日本の研究

者が国際的な場で活躍しているということを感じることができた。 

また，これまで国際学会は，ISSBD (International Society for the Study of Behavioural 

Development)，SRA ( Society for Research on Adolescence)など，自身が関心のあるごく限られた

領域（発達や青年期）での学会に参加しただけであった。国際心理学会は，研究の他領域に渡って

おり，心理学の様々な領域の最新の研究に触れることができ有意義であった。 

発表については，今回は「Longitudinal development of global self-worth and school 

adjustments during early adolescence in Japan（日本における初期青年期の全体的自己価値と学

校適応の縦断的変化）」というタイトルでポスター発表を行った。発表した研究の概要は以下に示

す。 

研究の目的は，初期青年期（中学生）の間，全体的自己価値と学校適応の縦断的な発達的変化

について，成長曲線モデルを用いて検討することであった。具体的には，全体的自己価値と学校

適応にどのような変化がみられるのか，全体的自己価値と学校適応の変化の仕方がみられるのか，

学校適応の変化は全体的自己価値の変化に影響するのかを検討した。調査協力者は中学生 449 名，

調査は中学 1 年 2 学期，中学 2 年 2 学期，中学 3 年 2 学期の 3 回実施した。 

主要な結果は以下の通りであった。(1)中学校の 2 年間の間に全体的自己価値と学校適応の得点

は低下していた。(2)全体的自己価値と学校適応の得点には性差がみられたが，変化の仕方に違い

はみられなかった。(3)学校適応の側面の中の「クラスへの満足感」が全体的自己価値に影響して

いた。しかし「クラブ活動」「先生との関係」「勉強」については，全体的自己価値に直接は影響

しておらず，「クラスへの満足感」を介して間接的に影響していた。 

ポスター発表の時間は 9:00 から 12:00 までの 3 時間であったが，その間に多くの研究者と議論が

できた。日本人の研究者は勿論であるが，ドイツ，他のヨーロッパの国々，中国，アフリカなど海

外で，中学生や自己価値感・自尊感情に興味をもち研究している研究者の意見を聞くことができた。

特に，中学生への縦断的研究であるという点，質問紙法を用いて大規模な調査を行っているという

点，成長曲線モデルを用いて分析を行っているという点が，質問していただいた多くの研究者にと

って興味深かったようである。質問していただいた方からは，他の国の中学生の現状についても話

も聞くこともでき，たいへん有意義であった。 

最後に，この学会への参加に助成していただいた日本心理学会，学会関係者の方々に厚く御礼申

し上げます。 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 











 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

  2008年  6月  18日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 

東海学園大学人文学部・非常勤講師 

氏  名  前田洋枝            ㊞ 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

II International Conference on Community Psychology 

第 2回国際コミュニティ心理学会大会 

公式ホームページURL http://www.2iccp.com/index.html 

開 催 期 間 2008年  6月  4日 ～   2008 年  6月  6日 

旅 行 期 間 

2008年  6月  3日 ～   2008 年  6月  9日 

(申請書では旅行期間を 2008年 6月 8日までとしていましたが、6月 7日に現

地発・6月 8日日本着の飛行機が取れず、発表日が 6日のため、帰国日を早め

ることもできなかったため、滞在を 1日延長し、6月 8日に現地発・6月 9日

日本着の飛行機とした。) 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

Portugal, Lisboa,Fundação Calouste Gulbenkian 

(ポルトガル ・ リスボン ・ カルースト・グルベキアン財団) 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

前田洋枝(東海学園大学人文学部) 

広瀬幸雄(名古屋大学大学院環境学研究科) 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

Empowerment as the determinants of citizen-participation for environmental 

management plan(環境計画への市民参加の規定因としてのエンパワーメント) 

申 請 金 額 

150000円 

（内訳 国際航空券代 148000 円および空港施設使用料 2500 円および 海外

諸税 43820円の一部とした。） 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 



 

国際会議等参加報告書 

 

2008年 6月 4日から 6月 6日まで、リスボン(ポルトガル)の カルースト・グルベキアン財団で開

催された II International Conference on Community Psychology（第 2回国際コミュニティ心理学

会大会）に参加し、口頭発表により研究発表を行なった。 

 申請者(東海学園大学(非常勤講師)・前田洋枝)の研究発表は、Empowerment as the determinants 

of citizen-participation for environmental management plan(環境計画への市民参加の規定因とし

てのエンパワーメント)という題目であり、名古屋大学大学院環境学研究科の広瀬幸雄教授との連名

として行なった。内容は、津島市の市民参加によるごみ処理基本計画作り・環境計画作りを事例と

し、先行して市民参加により策定が完了していたごみ処理基本計画に対する評価と調査実施時に市

民参加による策定が開始されていた環境基本計画への参加意図の規定因を、無作為抽出の津島市民

を対象として調査を行なったものである。調査回答者のうち、市民参加の経験のない市民のデータ

を分析した結果を報告した。結果の概要は、市民参加によるごみ処理基本計画づくりの評価の規定

因は市民参加で策定された計画の社会的効果と市民参加で策定することの非効率性の評価といった

社会的要因が主に影響しているのに対して、調査実施当時に市民参加により策定中であった環境基

本計画作りへの参加意図は、参加することで期待されるエンパワーメントが主に影響しているとい

うものであった。先行して策定されたごみ処理基本計画に対する総合評価は、環境基本計画への参

加意図に有意な影響を及ぼしていなかった。 

本研究発表は大会 3日目の午前中であったが、申請者が第 2著者、本研究の第 2著者が発表者と

なって大会 1 日目の午前中に発表したボランティア経験者を対象に市民参加による計画作りへの参

加意図を他地域で調査した事例も関連する内容であった。このため、1日目の連名発表者による発表

を聴いていた参加者が本研究の発表にも訪れるなど、本研究の発表は、主会場とは別の建物が当該

セッションの会場であったにもかかわらず、多くの参加者が聴衆としてセッションに参加し、申請

者によるプレゼン後の質疑では、活発に質問やコメントを受けた。他の参加者からの質問・コメン

トではは、本研究では参加意図を測定して従属変数としていたが、実際の行動(計画策定の市民参加

プロジェクトへの参加の有無)を測定しなかったのはなぜか、という点や、本研究で測定したエンパ

ワーメント期待や個人的コストの測定内容が主に議論となった。総じて、実際の市民参加の事例に

対して実証的な研究を行なった本研究に対する国際コミュニティ学会の参加者の関心は高かったと

考えられる。 

 なお、申請者にとって国際コミュニティ心理学会への参加は初めてであったが、今回の参加を通

して、コミュニティ心理学の最新の研究関心を知ることができた。申請者の研究関心領域である市

民参加やエンパワーメントについても、コミュニティにおけるエンパワーメントに関する講演や研

究発表のセッションが複数組まれているなど、多くの研究発表に触れることができた。この度の国

際学会参加旅費補助を受けることができたことに対して深く感謝いたします。 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 































 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

２００８年 ８月 １９日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 筑波大学大学院人間総合科学研究科・ 

        博士特別研究員 

  

氏 名     髙 橋  尚 也    ㊞ 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

XXIX International Congress of Psychology 2008 

第 29回国際心理学会議 

公式ホームページURL http://www.icp2008.de/ 

開 催 期 間 ２００８年 ７月２０日 ～  ２００８年 ７月２５日 

旅 行 期 間 
２００８年 ７月２０日 ～  ２００８年 ７月２６日 

（申請時は７月２７日までとしたが、航空券が確保できず２６日までとした） 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

International Congress Centrum, Berlin, Germany  

（ドイツ連邦共和国・ベルリン・国際会議場） 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

髙橋 尚也・筑波大学（Naoya Takahashi, University of Tsukuba） 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

Factors Regulating Citizen Participation of Community Activities in Japan 

日本におけるコミュニティ活動に対する参加を規定する要因 

補 助 金 額 １５０，０００円 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 

 



 

国際会議等参加報告書 

 

 

 このたびは、日本心理学会より、「国際会議等参加旅費補助金」を得て、ドイツ連邦共和国で開催

された、国際心理学会議に参加する機会を得たことを、心より感謝申し上げます。ポスドク職にあ

る申請者にとって、この経済的支援がなければ、到底、国際会議へは参加することは叶いませんで

した。以下、補助金の使用状況、発表・参加の状況について、順に報告を行います。 

 

１ 補助金の使用状況 

補助を受けた１５０，０００円は、東京（成田）⇔ベルリン(テーゲル)の往復の航空券運賃として 

全額使用した。航空券運賃は燃料税込みで、２４８，７６０円であった（領収書添付）。 

 

２ 発表・参加の状況に関する報告 

（（（（１１１１））））ポスターポスターポスターポスター発表発表発表発表    

 ポスター発表は、７月２４日の午後の時間帯に行われた（ＰＳ－Ｔｈｕ－ｐｍ－２９５）。フロア

における討論においては、主に中国の心理学者からの質問が相次いだ。発表内容が citizen 

participationであることや、行政が関係した community活動であることから、市民化の進行途中で、

官の力が強い中国において、興味を惹いたものと考えられる。市民参加・地域活動という国内状況

を研究テーマとしている申請者は、国際学会という性質上、異なる政治システム・状況にある研究

者からの反応を期待していたため、官の力が強い状況における、行政と市民との活動を、国際比較

的に研究していく展開について、大いなる可能性を感じた。 

 アブストラクトを以下に掲載する(発表ポスターを別紙に添付する)。 

[Abstract] In Japan, the importance of civil participation is argued. However, the lowness of 

interest for politics and society is pointed out. This study performed the survey for randomly 

sampled 600 adults in Musashino-city to examine factors regulating civil participation for problem 

solution activity in community. Women, 40's, and having a schoolchild in one's family had high 

participation rate. Multiple discriminant analysis (discriminant rate 60.2%) indicated that 

participation was determined by the number of organizational affiliation in community. Intention to 

participate was promoted by communication with neighbors and profit for oneself or one's family 

brought by activity.  

 

（（（（２２２２））））参加参加参加参加のののの状況状況状況状況    

 いくつかのシンポジウムに参加し、多数のポスター発表を見た。例えば、“Democracy, 

responsibility and civic participation”という招待シンポジウムでは、主に、スロバキアの心理学者

たちが、civic participationに関する、量的研究・質的研究の報告を行っていた。高く評価した点は、

半構造化面接法に基づく質的データを、アフターコード化して量的データとする努力を行っていた

点である。一方で、疑問を感じた点は、質問文の誘導性であり、今後の精緻化が必要と感じた。 

このように、いくつかのシンポジウムに参加し、申請者が感じたことは、決して英語が母国語で

はない海外の若手研究者が、積極的にシンポジウムや話題提供を行っていたことである。中には、

決して英語として流暢でないものもあった。しかし、日本人研究者においては、その参加者数の多

さに比して、話題提供数は少ないように感じた。方法論的には、日本の心理学は厳密性が高いと感

じたので、今後は、英語への不安を脱ぎ捨てて、シンポジストとして研究発信をしていく必要があ

ると強く感じた次第である。この点は、申請者を含め、日本人（若手）研究者に課せられた今後の

課題である。 

 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 

 



















 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

  2008年 8月 20日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 東京大学大学院総合文化研究科 

        （修士課程 2年） 

氏  名 星野 貴俊            ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

The 29th International Congress of Psychology (ICP2008) 

第 29回 国際心理学会議 

公式ホームページURL http://www.icp2008.de/ 

開 催 期 間 2008年 7月  20日 ～ 2008年  7月 25日 

旅 行 期 間 2008年 7月  19日 ～ 2008年  7月 25日 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

International Congress Centrum (ICC), Berlin, Germany 

(於)ドイツ・ベルリン・国際会議場（ICC） 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

星野 貴俊（責任発表）・丹野 義彦 

（東京大学大学院総合文化研究科） 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

IndependentIndependentIndependentIndependent－－－－Interdependent self schemas and Interdependent self schemas and Interdependent self schemas and Interdependent self schemas and TaijinTaijinTaijinTaijin----kyofushokyofushokyofushokyofusho        

SSSSymptoms: Cultural Factors in social anxiety variant.ymptoms: Cultural Factors in social anxiety variant.ymptoms: Cultural Factors in social anxiety variant.ymptoms: Cultural Factors in social anxiety variant.    

（相互独立‐相互協調的自己スキーマと対人恐怖症状に関する検討） 

補 助 金 額 15万円（内訳：旅費，18,2万円（資料別途添付）；大会参加費，1,65万円） 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 
 
 



 

国際会議等参加報告書 

 

 この度，日本心理学会さまからの海外渡航費援助を受け，ドイツ・ベルリンにて開催

された第 29回国際心理学会議（International Congress of Psychology : ICP2008）に

参加する機会を得ましたのでご報告致します。 

 この会議は７月 20日から 25日までの６日間に渡り開催された大規模な国際会議で，

４年に一度（オリンピックの年）の開催スケジュールですが，まだ研究生活も駆け出し

の修士２年次に折りよく参加できたことは幸運の至りであったと考えています。連日，

朝の８時頃から夜まで 90分～180分のスパンで公演・シンポジウム・各種発表が並び，

興味のアンテナを広げれば聴きたい発表が同一セッション内に複数あるというありが

たくも悩ましい状況でした。 

私自身は臨床心理学・精神病理学をフィールドにしているものの，その範囲に限って

みても方法論，パラダイムの多様さに驚かされました。特に，この領域では認知科学・

（脳）神経科学的手法の発展は目覚しく，海外では医学者に限らず心理学者も盛んに

MRI などの機器を用いた研究を行なっていることに改めて気付かされました。これら

のパラダイムは今後のこの領域の主流をなすのではないか，との印象を受けました。 

国際会議では，英語力の不安が付き纏うこともありますが，世界各国から研究者の集

う ICP のような会議では，英語圏以外の国や地域からの参加者も多数に上り，決して

流暢でなくともコミュニケーションが図れることを実感しました。このような経験も今

後国際的な活動を視野に入れるに際して有意義だったと考えています。 

 

以上，会議への参加報告をもって，この得がたい機会を可能ならしめていただいた日

本心理学会諸兄への感謝に代えさせていただきます。 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 



 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

2008 年 8 月 27 日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名  愛知学院大学心身科学部 

          非常勤講師 

氏  名     赤 嶺  亜 紀     ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

ⅩⅩⅠⅩ International congress of psychology（ICP2008） 

第 29回 国際心理学会議 

公式ホームページURL http://www.icp2008.org/ 

開 催 期 間 2008 年 7 月 20 日 ～  2008 年 7 月 25 日 

旅 行 期 間 2008 年 7 月 20 日 ～  2008 年 7 月 27 日 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

Dutschland, Berlin, Internationale Congress Centrum 

ドイツ・ベルリン 国際会議場 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

赤嶺 亜紀（愛知学院大学心身科学部） 

木田 光郎（愛知学院大学心身科学部） 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

Difficulty of stimulus discrimination and reaction times 

 for negative emotional pictures. 

刺激弁別の難易と不快画像に対する反応時間 

補 助 金 額 150,000 円（内訳：航空券 204,850円   ） 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 

 



 

国際会議等参加報告書 

 

 

 この度は国際会議参加にあたり旅費の補助をいただきましたことを，心から感謝しております． 

渡航中は事故もなく，快適に過ごすことができました．ありがとうございました． 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

今夏の国際会議参加は私にとっては初めての経験であった．事前に，国際会議での発表経験をも

つ先生から，そこには多様な領域の研究者が参加しており，対話する方が必ずしも自分の研究領域

に精通していないため，詳細な討論よりはむしろ研究紹介といった趣が強いと聞いていた．発表当

日は拙い英語で細やかな議論することに自信はないものの，少し気を楽にして臨んだ． 

パネルの前で立ち止まった方へハンドアウトを手渡し，おずおずと“Could you tell me your 

comments ?”と声をかけると，ただ“Very interesting”と言って去る方もあったが，中には数分間

ポスターをみてから丁寧に質問をされる方があった．今回の私たちの発表は，不快情動が認知活動

に及ぼす影響を反応時間データから検討したものであるが，実験では通常の弁別反応課題ではなく，

変則的な課題を工夫して用いた．この点は本研究の特徴のひとつと考えているが，そこに興味を示

す方がいたことはうれしいことであった．一方，情動処理と認知処理の関連について，脳の機構と

対応させて熱心に質問される方があったものの，私が十分に意図を理解できず，的確な討論に発展

させられなかったことは残念であった． 

 ところで，国際会議に参加して，あらためて心理学研究の課題や方法が広範にわたることを実感

した．そして，これから研究を展開していくとき，自らの研究を心理学領域の中でどのように位置

づけるのかということを考えさせられた． 

会期中は発表件数の多さに圧倒され，どの会場へ行くべきか決めかねてしまい，あまり多くのプ

ログラムには参加しなかったが，演題にかかわらず著名な研究者の発表の場へ気軽に足を運んでみ

てもよかったかなと思っている．また，私が普段，目を通す論文のほとんどが欧米の研究者による

ものであるが，この会議にはアジアやアフリカからの参加者も散見された．たとえ熟知していない

テーマであっても，多くの研究者の志向に直にふれることによって，心理学の動向と自らの位置づ

けについて，少なからぬ示唆が得られたかもしれない．大会を終えて，会場で目につく発表あれば，

知識の乏しい領域であっても，気後れせずアプローチすることが国際会議の一興のように思われる． 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 



 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

  ２００８年  ９月  １７日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 名古屋学芸大学短期大学部 

       現代総合学科・教職課程 講師 

氏  名     﨑 濱   秀 行     ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

第 29 回国際心理学会議 

（ⅩⅩⅨ International Congress of Psychology） 

公式ホームページ URL http://www.icp2008.de/ 

開 催 期 間 ２００８年 ７月 ２０日 ～ ２００８年 ７月 ２５日 

旅 行 期 間 ２００８年 ７月 １９日 ～ ２００８年 ７月 ２６日 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

The Internationales Congress Centrum (ICC) ,Berlin, Germany 

（国際会議場 / ベルリン / ドイツ連邦共和国） 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

﨑 濱  秀 行 

（名古屋学芸大学短期大学部 現代総合学科 専任講師） 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

What changed about writing activities through repeated writing practice? 

（繰り返し書くことで文章産出活動の何が変化したか？） 

補 助 金 額 
100,000 円（内訳  交通費 ・ 参加費 ・ 宿泊費         ） 

 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 

 



 

国際会議等参加報告書 

 

第２９回国際心理学会議に参加して 

 

 ７月 19 日～26 日までの１週間、国際心理学会議出席のため、ドイツ連邦共和国（ベルリン国際 

会議場）を訪問しました。海外の学会に参加するのは今回が初めてであり、行く前は「学会発表を

無事に終えることができるだろうか？」「現地に無事到着できるのだろうか？」「日本語の通じない

土地で１週間無事に過ごせるのだろうか？」など、実に多くの不安を抱えていました。その一方、

様々な国の研究者と情報交換するチャンスでもあり、楽しみにしていた部分もありました。このよ

うに、様々な気持ちが交錯する中で１週間が始まりました。 

 日本出発から 20 時間あまり、まずは 19 日夜（現地時間）、ドイツに到着しました。学会は 21 日

開始でしたが、初めて訪れる土地なので、前日までに会場へのアクセス及び会場内の配置等を確認

した方が良いと思い、早めに現地入りした次第です。実際、ベルリン国際会議場は大変大きな施設

であり、館内の確認に少し手間取りました。また、会場までの地下鉄に乗る際、駅には日本のよう

な改札がなく、切符を機械に通して打刻するシステムであったことから、最初はかなり戸惑いまし

た。しかし、事前準備の甲斐あって、発表当日は落ち着いて会場にたどり着くことができました。 

こうして発表当日（初日午後）を迎え、いよいよポスターセッションでの発表に臨みました。発

表形式等は国内学会とそう違いはないので良かったのですが、使用言語が英語なので、やはり英語

でのディスカッションがうまく行くかどうか非常に不安でした。実際、説明や質問への解答はかな

りしどろもどろであったように思います。やはり定期的に英語論文に目を通すなどして、ディスカ

ッションに使用する用語や表現のブラッシュアップが必要であると感じました。そのことはディス

カッションを有意義にすることにもつながります。今後の学会発表の際に生かすつもりでおります。 

このような反省点はありますが、ディスカッションを通して有益な情報が得られた場面もありま

した。実際、別の研究会（学会）で類似の研究（文章産出領域）に関する発表が多数行われている

こと、その研究会が近い将来行われることなどを知ることができました。少し先の予定ではありま

すが、今後研究を進める上で貴重な情報を得ることができ、大変有意義でした。発表そのものに関

するディスカッションも大切ですが、こうした情報交換ができることも学会に参加するメリットだ

と思います。 

さて、こうして発表は無事終了したわけですが、ポスターセッションに参加してみて驚いたこと

がありました。それは、発表時間（在籍時間）の長さです。国内の心理系学会ですと、ポスター掲

示時間の中で１時間程度が在籍責任時間、という場合が多いかと思います。しかし、今回我々に知

らされたのは「在籍時間３時間」という情報だけ。これにはさすがに驚きました。かなりの長丁場

が予想されたため、最初は不安だったのですが、周囲の様子を見ると、発表者に対してある程度の

裁量が認められていたように思われます。実際、他の発表（ポスター）への参加や休憩を適宜行っ

ている様子が見受けられました。中には発表時間（在籍時間）半ばに来場してポスターを掲示し、

ポスター前で証拠写真を撮影しただけで立ち去るというツワモノもいたくらいです。これにはさす

がに唖然としましたが、私自身はできるだけポスターの近くに滞在し、見に来られる方があれば対

応するよう心がけていました。 

エピソードはまだまだあるのですが、せっかく海外に行ったのですから、学会以外のことについ

ても少し触れておきます。今回は一週間滞在したのですが、あちこちで、ヨーロッパらしさに触れ

ることができました。たとえば、ペットボトルやびんのリサイクルの徹底ぶり（容器回収が様々な

場所で行われていること）、障害者が一人で街中を車椅子歩行している姿をよく見かけたことなど

が印象的でした。わが国に比べ、バリアフリー化がかなり進んでいるように思います。学会での経

験も大切ですが、このように、現地の様子を垣間見ることができたのも貴重な経験であったように

思います。 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 

 







 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

  2008年 9 月 28 日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 桜美林大学大学院 国際学研究科 

   博士後期課程 2年 

 

氏 名   松田 与理子  ㊞ 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

XXIX International Congress of Psychology (ICP2008) 

第 29回国際心理学会議 

公式ホームページURL http://www.icp2008.org/ 

開 催 期 間 2008年 7月 20日 ～ 2008年 7月 25 日 

旅 行 期 間 2008年 7月 19日 ～ 2008年 7月 31 日 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

ドイツ・ベルリン・国際会議場 

The Internationales Congress Centrum (ICC), Berlin, Germany 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

松田与理子 1・石川利江 2・柴田恵子 1・奥田訓子 1・神庭直子 1 

1.桜美林大学大学院国際学研究科、2. 桜美林大学 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

Factors influencing Japanese patient’s communication behavior  

during medical visits 

医療面接時の日本人患者のコミュニケーション行動における影響要因 

補 助 金 額 
 150,000円（内訳: 参加費 48,216円(300ユーロ/160.72円:3/13為替レート), 

    宿泊代 120,194円(7/19-7/26, 99ユーロ x7泊/173.44円(7/7為替レート) 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 

 



 

国際会議等参加報告書 

 

 2008年7月20日〜7月25日の6日間、ドイツ,ベルリン国際会議場(The Internationales Congress 
Centrum)で開催された第 29回国際心理学会議(XXIX International Congress of Psychology)に出

席した。国際心理学会議は 4年に一度開かれるが、第 29回目となった本大会では、110カ国から 9,300
人以上が参加し、過去最大規模のコンファレンスとなった。様々な心理学の領域が一同に集まった

本大会では、多数のプログラムが同時に開催されるため、参加したい内容を厳選して 6日間の計画

を立てることが一番難しいと思えた。 
 本大会において国際心理科学連合（IUPsyS）よりMattei Dogan賞を受賞したオレゴン大学の

Michael Posner教授が、「Executive attention: Its origins, development, and functions」のテーマ

で大会 3日目に講演を行った。発表内容は、脳内ネットワークの中でも自己規制に関連があるとさ

れる Executive attention(実行注意)の幼少期における起源と児童期の発達に関するもので、非常に

貴重な講演であった。また、大会 5日目には、スタンフォード大学の Philip Zimbardo教授による

招待講演が行われ、「The Lucifer effect and the psychology of evil」というテーマで、教授自らのス

タンフォード監獄実験とイラクのアブグレイブ刑務所での虐待・拷問を視覚的効果も交えて示し、

善良な人がどのように邪悪になるのかについての話があった。大会 4日目に講演が行われたが、大

会場であるにもかかわらず入場できない参加者が多数にのぼったことから 5日目にも再度講演が行

われ、床に座っての聴講であったが入場できたことはとてもうれしい経験であった。 
 シンポジウムもできる限り聴講したが、中でも最も印象に残ったシンポジウムは、カナダ, アカデ

ィア大学のMichael Leiter教授が座長を努めた「Values, community, engagement an burnout: 
International perspective」でバーンアウト研究のパイオニアであるカリフォルニア大学バークレー

校の Christina Maslach教授の講演を聴講できたことであった。 
 口頭発表も複数参加したが、筆者自身の研究と関連があり、興味深い発表を行っていたドイツ人

研究者と交流が持てたこと、今後の可能性として日本とドイツの文化比較的研究も検討していくこ

とで合意が取れたことは非常に大きな成果であったと思われる。 
 発表数が 4,180にのぼったポスターセッションは、5日間にわたって午前と午後の 2回に分かれて

開催され、筆者は 3日目の午後に発表を行った。ポスター発表の在席責任時間は 3時間と長かった

が、アジア、ヨーロッパの研究者から複数質問を受けたことをきっかけに、大会後も意見交換や情

報共有などを行っていくことで合意ができてネットワークが創れたことは今後の研究に多いに役立

つ意義あるものとなった。 
 ベルリンでは、旧東ベルリンのミッテ区に滞在した。ミッテ区(Mitte)はベルリンの中心街にあり

発展が著しく、とても活気があり、世界遺産の博物館島やアレクサンダー広場、ハッケーシェ・ヘ

ーフェなど観光名所も多い区域である。ベルリン国際会議場まではベルリンと郊外を結ぶ Sバーン

を利用した。所用時間は約 20分。駅では切符を買う機械が 1〜2台しかなく、購入にも時間がかか

ることは少し驚きであった。ベルリンの中心にはティアガルテン(Tiergarten)という大きな公園があ

り、実際にこの公園は今でも世界最大の市中の公園となっている。滞在中天気に恵まれたため、毎

朝早朝に公園を一周ジョギングしてから大会会場に向かった。 

 

 

 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 今回のベルリン大会が筆者にとって初めての海外学

会参加であったが、世界中の心理学者があらゆる領域に

おいて熱意を持って研究に取り組んでいる姿を垣間み

ることができ、多いに刺激を受けた。本大会ではポスタ

ー発表で参加をしたが、今後はシンポジウムや口頭発表

などの形式にも挑戦し、より積極的に学会発表を行って

いきたい。 

 

最後になりましたが、本国際会議参加にあたって渡航援

助をしていただき貴重な体験をする機会を与えてくだ

さった日本心理学会関係者の皆様に心より感謝申し上

げます。 
第 29回国際心理学会議会場前 



 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

 2008 年 9 月 25 日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 慶應義塾大学大学院社会学研究科 

   教育学専攻博士課程 

氏  名 佐々木 尚            ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

XXIX International Congress of Psychology 

第 29 回国際心理学会議 

公式ホームページ URL http://www.icp2008.de/ 

開 催 期 間 2008 年  7 月  20 日 ～  2008 年  7 月   25 日 

旅 行 期 間 2008 年  7 月  22 日 ～  2008 年  7 月  25 日 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

German, Berlin, Internationales Congress Centrum ICC Berlin 

ドイツ，ベルリン，ベルリン国際会議センター 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

Takashi Sasaki, Keio University 

佐々木尚，慶應義塾大学 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

The role of the visuospatial sketchpad in associative learning 

連合学習における視空間スケッチパッドの役割 

補 助 金 額 150,000 円（内訳 航空運賃 150,000 円               ）

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 

 

佐
々
木



 

国際会議等参加報告書 

 

第 29 回国際心理学会議において，“The role of the visuospatial sketchpad in associative 

learning”という題名の研究発表を行った。 

この研究は，3 つの実験から構成されていた。実験 1 では，二重課題法によって連合学習における

音韻ループと視空間スケッチパッドの役割を検討した。連合学習課題では乱数とアルファベットの

対８対を用いた対連合学習を用いた反復学習が 5 試行行われ，この学習成績に対する二次課題の妨

害効果によって作動記憶システムが連合学習に対してどれだけ寄与するかを検討した。実験の結果，

視空間スケッチパッドに負荷をかける空間タッピング課題は連合学習を有意に妨害することがわか

った。このことから，視空間スケッチパッドは連合学習に対して重要な役割を果たすことがわかっ

た。また，音韻ループに負荷をかける構音抑制課題は対連合学習を有意に妨害しなかったことから，

音韻ループは連合学習に対してあまり貢献しないことがわかった。 

実験 2 では，再学習法を用いることにより，空間タッピング課題の長期的効果を検討した。この

長期的効果を検討することによって，連合学習に対する視空間スケッチパッドの長期的役割が検討

された。原学習フェーズと再学習フェーズで 4 試行ずつ乱数とアルファベットの対連合学習が行わ

れた。実験の結果，原学習フェーズにおける空間タッピング課題の妨害効果は再学習フェーズまで

持続することがわかった。 

実験 3 では，実験 1，2 より学習刺激数を減らした場合の空間タッピング課題の長期的効果が検討

された。純粋な短期記憶容量は 4±1 チャンクとされている (Cowan, 2001) ので，刺激対を 4 対に

減らすと作動記憶負荷の影響は小さくなると考えられる。実験の結果，実験 2 とは異なり，空間タ

ッピング課題の影響は再学習フェーズにまでは及ばなかった。また，反応時間を分析した結果，再

学習フェーズで空間タッピングを行ったほうが反応時間が短くなることがわかった。 

以上の結果から，連合学習において作動記憶の隷属システムの中でも視空間スケッチパッドは最

も重要な役割を果たすことがわかった。また，実験 3の結果は分脈干渉効果 (contextual interference 

effect; Battig, 1972, 1979) と関連があることが示唆された。 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 



 

国際会議等参加旅費補助金報告書 
  2008年   8月  1日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名  九州大学大学院人間環境学府・博士後期課程 

 

氏  名  小松 佐穂子         ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

the XXIX International Congress of Psychology 2008 (ICP 2008)    

（国際心理学会議 2008） 

公式ホームページURL http://www.icp2008.de/ 

開 催 期 間 2008年  7月  20日 ～   2008年  7月  25日 

旅 行 期 間 
2008年  7月  19日 ～   2008年  7月  27日 

* 帰国日が 25日から 27日に変更になりました。 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

ドイツ・ベルリン・International Congress Centrum ICC Berlin 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

小松佐穂子（九州大学大学院人間環境学府） 

箱田裕司（九州大学大学院人間環境学研究院） 

 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

The asymmetric relationship between facial identity and facial expression: 

the influence of facial expression（顔の人物認知と表情認知の非対称的関係：

表情の影響） 

補 助 金 額 150,000円（内訳 航空運賃 150,000円） 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピーを添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 
 



 

国際会議等参加報告書 
 

 

九州大学大学院人間環境学府 博士後期課程 小松 佐穂子 

 

2008年 7月 20日～25日にかけて，ドイツ，ベルリン市内にある International Congress 

Centrum ICC Berlinにて開催された the XXIX International Congress of Psychology 2008 

(ICP 2008，国際心理学会議 2008)に参加した。 

今回，報告者は，7月 21日午後（14:00~17:00）のポスターセッションにおいて，“The 

asymmetric relationship between facial identity and facial expression: the influence of 

facial expression”というタイトルで，ポスターによる研究発表を行った。今回の発表内容は，

顔認知における表情認知と人物認知の関係について，マッチング課題を用いて検討を行うとい

うものであった。 

従来の先行研究では，時系列的に呈示される顔写真に対して，表情あるいは人物を判断する

という“判断課題”を用いていた。この判断課題を用いた結果，表情情報は人物判断には影響

しないが，人物情報は表情判断に影響をするという人物情報の干渉が見られた。しかし，本研

究では，同時に呈示される顔写真に対して，ターゲットである顔写真と同じ人物あるいは表情

を 4枚の選択肢写真の中から選択するという“マッチング課題”を用いて検討を行った。従来

の判断課題では，課題遂行時に利用される表情および人物情報が“記憶表象”であるのに対し，

本研究のマッチング課題では，同時に呈示されるターゲットと選択肢についてマッチングを行

うので，“知覚表象”が利用されており，この点が本研究の新しい点である。すなわち，知覚表

象における表情認知と人物認知の関係について検討したものである。 

課題は，人物あるいは表情が同じ 4枚の選択肢の中から選択する Base課題と，人物，表情と

もに異なる選択肢の中から選択する Filter課題の 2種類の課題により構成されていた。実験の

結果，表情を選択する課題での反応時間に人物の影響は見られなかったが，人物を選択する課

題では表情の影響が見られるということが明らかになった。これらの結果は，従来の先行研究

のように，記憶表象において表情認知および人物認知を行う場合には，人物情報の干渉が見ら

れるのに対して，本研究の課題のように知覚表象を利用する場合においては表情情報の干渉が

見られるということであり，これらの結果は，認知時に利用される表象の形態によって人物情

報と表情情報の優位性が異なることを示すものであることを報告した。 

発表後，何名かの研究者から，先行研究の結果との相違点が面白いとのコメントをいただき，

また今後の研究の展開をどのように考えているのかについて質問を受けた。報告者は，今後の

研究では，表象が変化することによって，表情情報および人物情報の優位性がどのように変化

するのかについてさらに詳細に検討するために，今回用いたマッチング課題では同時に呈示さ

れていたターゲットと選択肢を，時間差を設けて呈示する実験を行って，表象という観点から

表情認知と人物認知の関係について検討していくことを考えている旨を述べた。この点に関し

ては，他の研究者とのやりとりの中からも，早急に次の実験を行って詳細を明らかにする必要

性があることが感じられた。 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 

 







 

国際会議等参加旅費補助金報告書 

  2008年   9月   25日 

（西暦で記入のこと） 

日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 九州大学大学院 博士後期課程 3年 

 

氏  名  松本 亜紀            ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 

 

会 議 名 称 

※正式名称および 

日本語訳 

XXIX International Congress of Psychology 

第 29回国際心理学会議 

公式ホームページURL http://www.icp2008.de/ 

開 催 期 間 2008年  7月 20日 ～ 2008年  7月 25日 

旅 行 期 間 
申請期間： 2008年  7月 20日 ～ 2008年  7月 26日 

実期間 ： 2008年  7月 19日 ～ 2008年  7月 27日 

開 催 場 所 

(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 

日本語表記 

Germany, Berlin, International Congress Centrum 

ドイツ・ベルリン・国際会議センター 

発 表 者 氏 名 

※全員の名前と所属 

日本語表記 

松本 亜紀 九州大学 

箱田 裕司 九州大学 

渡辺 めぐみ 九州大学 

発 表 題 目 

※正式名と日本語訳 

The role of response mode on Stroop and reverse Stroop interference 

 in the group version test 
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国際会議等参加報告書 

 

 2008年 7月 20日～2008年 7月 25日，ドイツ（ベルリン）の International Congress Centrum

（国際会議センター）で開催された XXIX International Congress of Psychology（第 29回国際心理

学会議）に参加した。 

2008 年 7 月 23 日午後のポスターセッションで，“The role of response mode on Stroop and 

reverse Stroop interference in the group version test（集団版テストにおけるストループ・逆スト

ループ干渉の反応様式の効果）”を発表した（添付の大会プログラム 249 ページの左段参照）。発表

内容は下記の通りである。 

 

青いインクで書かれた“赤”という文字のように，インクの色と一致しない色名語（以下，不一

致色名語と呼ぶ）のインクの色を口頭で答える速度は，単なる色パッチのインクの色を口頭で答え

る速度と比べて遅れる（Stroop, 1935）。これはストループ干渉と呼ばれている。一方，不一致色名

語の語の読みに必要な時間は，単なる黒インクで書かれた語の読みに必要な時間とほとんど変わら

ない，つまり逆ストループ干渉はみられないことが報告されている（Jensen & Rohwer, 1966; 

MacLeod, 1991; Stroop, 1935）。 

ストループテストの一般的な反応様式は口頭反応であり，上記の実験結果も口頭反応で得られた

ものであることに注意する必要がある。口頭反応では逆ストループ干渉はほとんど観察されないが，

不一致色名語の語に該当する色を，複数の色パッチの中から選択して反応するマッチング法を用い

ると，逆ストループ干渉が生起することが確認されている(Durgin, 2000; Flowers, 1975; Prichatt, 

1968）。 

箱田・佐々木（1990）は，マッチング法を用いてストループ干渉と逆ストループ干渉の両干渉を

集団で測定できる新ストループ検査を開発した。本研究では，この新ストループ検査を従来の反応

様式である口頭反応と，本検査で採用しているマッチング反応で実施し，ストループ，逆ストルー

プ干渉に対する反応様式の効果を検討した。 

その結果，口頭反応ではストループ干渉のみが有意に生起したが，逆ストループ干渉は生起せず，

これまでの知見（Jensen & Rohwer, 1966; MacLeod, 1991; Stroop, 1935）と一致する結果が得られ

た。一方，マッチング反応では，口頭反応ほど大きくはないが有意なストループ干渉が生起し，か

つ有意な逆ストループ干渉も生起した。 

本研究によって，ストループ，逆ストループの両干渉は反応様式に依存して生起することが確認

された。また，新ストループ検査は人間の情報処理能力を測定するための有効なツールとして使用

できることが期待できると思われる。 
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国際会議等参加報告書 

 

２００８年７月 20 日から 7 月 25 日まで，6 日間にわたって開催された ICP2008（2008 年度国

際心理学会議）に参加してきました。日本からはモスクワを経由して，計 13 時間ほどのフライ

トでしたが，ベルリンではバスや電車などの公共交通機関が発達しており，スムーズな海外出

張でした。領域としては，臨床系から基礎系まで何でもありで，朝の 8 時から夜 7 時ごろまで

様々なプログラムが企画されていました。会議の HP によれば，参加登録者数は 9000 人ほどで，

ほぼ同数の研究発表数があったようです。会議は国際会議場（メッセ）にて３０～４０ほどの

部屋を使用して行われましたが，会議自体は大規模な割に，建物の作りも関係して，全体を把

握するのが不可能というほどではありませんでした。唯一の難点は，各プログラムに参加する

人数の把握が事前に難しいためか，人気のあるセッションに小さな部屋が割り当てられて立ち

見が多く出てしまったり，またその逆の減少がしばしば見られたことです。私自身は，人気の

出そうなセッションには早めに席を確保しておくよう心がけました。プログラムは，ワークシ

ョップ・シンポジウム・講演・レクチャー・ポスター発表や，ディベートなど多彩で， 大きな

学会ならではの，普段なかなか国内では会えないような有名研究者がたくさん参加されていま

した。またマイナーな領域でも，近いことをやっている人と会えるくらいの発表数があったの

で，非常に有意義な経験をすることができました。私自身は，「Bimanual coordination in 

predicting one’s own movements in motor control（自己運動の予測における両手間協力）」と

いうタイトルでポスターセッションにて発表を行いましたが，周りのポスターも関連したもの

が多く，最新の研究動向に触れることができました。国内では，「運動」に関する心理学的な領

域はメジャーとは言えないので，国際学会ならではの経験であったと思います。数人の研究者

とは密な議論をすることもでき，今後の研究に有益なアドバイスをたくさんもらいました。次

回の開催は 2012 年に南アフリカ共和国のケープタウンになるそうなので，十分な準備をしてま

た参加できればと考えています。最後に，このような貴重な経験をする手助けをしてくださっ

た日本心理学会に感謝を申し上げたいと思います。 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 
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